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令和５年 第１回伊是名村議会定例会結果一覧

令和５年第１回伊是名村議会定例会は、３月10日(金）〜15日(水）までの６日間で開催された。本定例会に
提案された議案は36件、うち報告４件、同意２件、発議１件です。一般質問には４名の議員が登壇し村政に
ついて質問した。結果は次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第４号
令和４年度伊是名村一般会計補正予算（第
５号）

33,143千円を追加し、総額を歳入歳出そ
れぞれ4,069,236千円とする 原案可決

議案第５号
令和４年度伊是名村国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

32,065千円を追加し、総額を歳入歳出そ
れぞれ250,197千円とする 原案可決

議案第６号
令和４年度伊是名村後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

529千円を追加し、総額を歳入歳出それぞ
れ12,782千円とする 原案可決

議案第７号
令和４年度伊是名村簡易水道事業特別会
計補正予算（第３号）

5,035千円を減額し、総額を歳入歳出それ
ぞれ243,793千円とする 原案可決

議案第８号
令和４年度伊是名村農業集落排水事業特
別会計補正予算（第４号）

1,249千円を追加し、総額を歳入歳出それ
ぞれ39,676千円とする 原案可決

議案第９号
令和４年度伊是名村港湾整備事業特別会
計補正予算（第１号）

8,383千円を追加し、総額を歳入歳出それ
ぞれ18,523千円とする 原案可決

議案第10号
令和４年度伊是名村船舶運航事業特別会
計補正予算（第３号）

961千円を減額し、総額を歳入歳出それぞ
れ434,377千円とする 原案可決

議案第11号
令和４年度伊是名村育英事業特別会計補
正予算（第２号）

732千円を減額し、総額を歳入歳出それぞ
れ8,343千円とする 原案可決

議案第12号 令和５年度伊是名村一般会計予算 令和５年度予算総額　4,339,762千円 原案可決

議案第13号
令和５年度伊是名村国民健康保険特別会
計予算

令和５年度予算総額　235,086千円 原案可決

議案第14号
令和５年度伊是名村後期高齢者医療特別
会計予算

令和５年度予算総額　12,817千円 原案可決

議案第15号
令和５年度伊是名村簡易水道事業特別会
計予算

令和５年度予算総額　258,535千円 原案可決

議案第16号
令和５年度伊是名村農業集落排水事業特
別会計予算

令和５年度予算総額　37,502千円 原案可決

議案第17号
令和５年度伊是名村港湾整備事業特別会
計予算

令和５年度予算総額　13,037千円 原案可決

議案第18号
令和５年度伊是名村船舶運航事業特別会
計予算

令和５年度予算総額　428,160千円 原案可決

議案第19号 令和５年度伊是名村育英事業特別会計予算 令和５年度予算総額　8,557千円 原案可決

議案第20号 伊是名辺地総合整備計画の変更について

伊是名辺地総合整備計画において整備し
ようとする公共的施設の事業名及び事業
費の額、辺地対策事業債の予定額の変更、
また新規事業の追加をするため

原案可決

議案第21号
伊是名村過疎地域持続的発展計画の変更
について

伊是名村過疎地域持続的発展計画の内容
を変更、事業名及び事業費の額、過疎対策
事業債の予定額の変更、また新規事業の追
加をするため

原案可決

議案第22号
伊是名村国民健康保険条例の一部を改正
する条例

国民健康保険法施行令の一部を改正する
政令及び健康保険法施行令等の一部を改
正する政令の改正に伴い、伊是名村国民健
康保険条例の一部改正（出産育児一時金を
408千円から488千円に増額）

原案可決

議案第23号 伊是名村情報公開条例
村政に関する村民の知る権利を保障すると
ともに、情報公開について必要事項を規定 原案可決
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議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第24号
伊是名村個人情報の保護に関する法律施行
条例

個人情報の保護に関する法律の施行に関
し、必要な事項を規定 原案可決

議案第25号
伊是名村特定個人情報保護条例を廃止する
条例

個人情報の保護に関する法律が一部改正さ
れたことにより、伊是名村特定個人情報保護
条例を廃止

原案可決

議案第26号
伊是名村情報公開及び個人情報保護審査会
条例

個人情報の保護に関する法律が一部改正さ
れたことにより、伊是名村情報公開及び個
人情報保護審査会条例を制定

原案可決

議案第27号
伊是名村職員の定年等に関する条例等の一
部を改正する等の条例

地方公務員法等の一部が改正されたことに
伴い、職員の定年を引き上げるとともに、年
齢60年に達した職員に係る管理監督職か
らの降任等の制度及び定年前再任用短時間
勤務制を導入するため、関係条例を整備

原案可決

議案第28号
伊是名村会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

沖縄県人事委員会の給与勧告、国及び他市
町村の状況等を考慮し、本村の会計年度任
用職員の給与について改定

原案可決

議案第29号
指定管理者の指定について

「定住促進住宅仲田１号棟及び２号棟」
定住促進住宅仲田１号棟及び２号棟の指定
管理者の指定 原案可決

議案第30号
工事請負契約の変更について

「伊是名村役場庁舎新築工事（建築）」

工事請負契約金額の変更
「伊是名村役場庁舎新築工事（建築）」
元契約に対する変更増額　18,920,000円
変更契約金額 469,920,000円 （株）明成建設

原案可決

議案第31号
工事請負契約の変更について

「伊是名村役場庁舎新築工事（電気設備）」

工事請負契約金額の変更
「伊是名村役場庁舎新築工事（電気設備）」
元契約に対する変更増額　8,197,200円
変更契約金額 230,837,200円 （株）山川電気

原案可決

報告第１号
専決処分の報告について

「伊是名漁港海岸整備工事（R4-1)

工事請負契約金額の変更報告
「伊是名漁港海岸整備工事（R4-1)
元契約に対する変更増額　770,000円
変更契約金額  79,926,000円  （株）高宝建設

報　告

報告第２号
専決処分の報告について

「伊是名村役場庁舎新築工事（機械設備)

工事請負契約金額の変更報告
「伊是名村役場庁舎新築工事（機械設備)
元契約に対する変更増額　1,980,000円
変更契約金額　129,910,000円　
ヤシマ工業（株）

報　告

報告第３号
専決処分の報告について

「伊是名小学校校舎改築工事（機械設備)

工事請負契約金額の変更報告
「伊是名小学校校舎改築工事（機械設備)
元契約に対する変更増額　1,672,000円
変更契約金額　142,241,000円　
南西空調設備（株）

報　告

報告第４号
専決処分の報告について

「伊是名小学校校舎改築工事（電気)

工事請負契約金額の変更報告
「伊是名小学校校舎改築工事（電気)
元契約に対する変更増額　2,717,000円
変更契約金額　180,543,000円　
ヤシマ工業（株）

報　告

同意第１号 副村長の選任について 高良　和彦　氏 同　意

同意第２号 教育委員会委員の任命について 平田　豊正　氏 同　意

発議第１号
伊是名村議会の個人情報の保護に関する条
例の制定について

現行の「個人情報保護法」が廃止になり「新
個人情報保護法」が国において制定された。
この新法により,国会、裁判所及び地方議会
が独立性を確保するため新法から適用除外
されたため、本会議としての個人情報の保
護に関する条例を新たに制定

原案可決

議案第32号
令和４年度　伊是名村簡易水道事業特別会
計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額の変更はないものと
し、歳出科目の金額の組替えのみとする 原案可決
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令和５年 第１回伊是名村議会臨時会結果一覧

令和５年 第２回伊是名村議会臨時会結果一覧

令和５年第１回伊是名村議会臨時会は、２月17日（金）の１日間で開催された。本臨時会には、議案３件
が提出され、結果は次のとおりです。

令和５年第２回伊是名村議会臨時会は、4月20日（木）の１日間で開催された。本臨時会には、議案1件
が提出され、結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第１号
令和４年度伊是名村一般会計補正予算（第
４号）

4,725千円を追加し、総額を歳入歳出それ
ぞれ4,036,093千円とする 原案可決

議案第２号
工事請負契約について

「伊是名村デジタル防災行政無線システム
機能強化工事」

目的：伊是名村デジタル防災行政無線シス
テム機能強化工事
契約の方法：随意契約
契約金額：79,640,000円
相手方：株式会社　興洋電子
　　　　代表取締役　多良間　洋二

原案可決

議案第３号
物品購入契約の締結について

「伊是名村役場新庁舎議会議場備品購入」

目的：伊是名村役場新庁舎議会議場備品購入
契約の方法：指名競争入札
契約金額：32,824,000円
相手方：株式会社　エマオ
　　　　代表取締役　安次富淳子

原案可決

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第33号
工事請負契約の変更について

「伊是名小学校校舎改築工事」

工事請負契約金額の変更
「伊是名小学校校舎改築工事」
元契約に対する変更増額：110,660,000円
変更契約金額：1,043,174,000円　
上門工業（株）

原案可決

議会の動き（予定） 令和５年３月～令和５年５月

3月 3日（金）

7日（火）
10日（金）
11日（土）
16日（木）
25日（土）

4月 4日（火）

7日（金）

10日（月）
18日（火）

20日（木）
22日（土）

27日（木）

28日（金）

5月10日（水）

15日（月）
19日（金）

20日（土）
23日（火）

29日（月）

◦令和４年度北部振興会第１回総会
（議長）　北部会館

◦議会運営委員会
◦第１回定例会（〜１５日（水））
◦伊是名中学校卒業式（議長）
◦伊是名小学校卒業式（議長）
◦金武町屋内運動場落成式・祝賀会
（議長）　金武町屋内運動場内

◦公事清明祭　国指定重要文化財
「玉御殿」

◦伊是名中学校入学式（議長）
◦教職員歓迎会　産業支援センター
◦伊是名小学校入学式（議長）
◦第６回伊是名村モズク拠点産地

認定記念グラウンドゴルフ大会　
　伊是名村臨海ふれあい公園グラウンド
◦第２回臨時会
◦伊是名村環境ウィーク（2023環境

美化活動）

◦北部地域の道路網の整備促進並
びに離島架橋の早期実現に向け
た決起大会　名護市民会館

◦沖縄振興拡大会議（議長）
　沖縄県立武道館アリーナ
◦町村議会議長会常任委員長・副委

員長実務研修会　自治会館
◦広報常任委員会
◦北部市町村議会議長会第１回定例

総会（議長・局長）　宜野座村役場
◦伊是名村商工会　第35回通常総

会（副議長）　産業支援センター
◦大宜味村新庁舎落成式（議長）
◦町村議会議長・副議長研修会（議

長・副議長）　東京国際フォーラム　
◦令和５年度全国離島振興協議会

通常総会（議長）
　パシフィックホテル沖縄
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て
対
応

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

前
川
秀
和
議
員

私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
先

程
、
村
長
か
ら
上
仲
田
線
に
４
基

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
実
際
、浜

伸
の
事
務
所
の
角
と
、
浄
水
場
の

十
字
路
、
上
里
商
店
の
十
字
路
の

３
基
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
仲
田
線
に
お
い
て
は
、
主
要
道

路
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早

急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

先
程
、
村
長
か
ら
４
基
と

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
仲
田
農
村
公

園
の
１
基
を
含
め
て
４
基
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

も
う
一
つ
、
教
員
住
宅
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
も
街
灯
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、
向
き
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
道

路
工
事
区
間
に
電
力
柱
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
に
取
り
付

け
た
街
灯
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
か

ら
等
間
隔
に
設
置
し
よ
う
と
す
る

と
、
ど
う
し
て
も
電
力
柱
以
外
の

場
所
に
新
し
く
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
早
急
に
申
請
を
し
て

進
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
設
置

業
者
と
調
整
し
て
、
な
る
べ
く
早

め
に
増
設
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

A

A

A

Q

Q

Q

奥間守村長

諸見直也総務課長

5 No.178 2023年６月



Q仲田港及び運天港
フェリーターミナル荷さばき場
の降雨対策

上
原
長
良
議
員

仲
田
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
は
、村
民
や
観
光
客
な
ど
、年

間
約
３
万
５
千
人
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
荷
さ
ば
き
場
に
は
ひ

さ
し
や
の
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。
強

風
雨
時
は
、
雨
水
が
吹
き
込
み
、

足
元
が
滑
る
状
況
で
、
貨
物
の
受

け
取
り
や
荷
役
に
大
変
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
利
用

者
の
滑
り
転
倒
事
故
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、運
天
港
は
荷
さ
ば
き
場

に
屋
根
が
無
く
、
風
雨
時
は
悪
条

件
の
中
で
作
業
し
て
い
ま
す
。
仲

田
港
の
荷
さ
ば
き
場
の
南
側
と
西

側
に
屋
根
の
設
置
、
運
天
港
の
荷

さ
ば
き
場
に
屋
根
を
設
置
し
て
、

荷
役
作
業
者
や
利
用
者
の
安
全
確

保
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

①
村
は
両
港
の
屋
根
付
き
荷

さ
ば
き
施
設
改
善
設
置
願
い
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
県
に
要
望
書
等
を

提
出
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

②
県
の
対
処
が
厳
し
い
場
合

に
備
え
、
村
と
し
て
補
助
事
業
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
は
検
討

し
て
い
ま
す
か
。

奥
間　

守
村
長

村
で
は
、
運
天
港
及
び
仲

田
港
の
屋
根
付
き
荷
さ
ば
き
施
設

の
整
備
を
継
続
的
に
要
望
し
て
き

ま
し
た
。
県
は
、
整
備
す
る
方
向

で
、
現
場
確
認
と
場
所
の
調
整
も

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
天
港

の
荷
さ
ば
き
場
は
、
整
備
予
定
場

所
が
港
湾
事
業
者
の
作
業
動
線
上

に
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
も
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、仲
田
港
の
荷
さ
ば

き
施
設
に
併
設
し
て
、
西
側
と
南

側
に
雨
よ
け
の
屋
根
設
置
を
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
り
、
県
で
調
査
検
討
し
て

い
ま
す
。
村
と
し
て
も
、県
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
早
期
整
備
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

運
天
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
平

成
24
年
に
要
請
書
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
10
年
以
上
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

末
吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

運
天
港
に
つ
い
て
は
、
貨

物
を
受
け
る
業
者
と
の
調
整
段
階

で
作
業
の
動
線
に
課
題
が
あ
り
、

調
査
中
で
す
。
仲
田
港
に
つ
い
て

は
、
建
設
環
境
課
、
商
工
観
光
課
、

観
光
協
会
、
伊
是
名
運
送
で
会
議

を
行
い
、
現
在
の
建
物
に
隣
接
し

た
方
が
利
便
性
が
よ
り
向
上
す
る

が
、
電
気
系
統
が
下
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
が

あ
り
、
課
題
解
決
に
は
至
っ
て
な

い
状
況
で
す
。

上
原
長
良
議
員

仲
田
港
の
雨
対
策
は
、
あ

く
ま
で
も
ひ
さ
し
で
あ
り
、
荷
さ

ば
き
場
が
足
り
な
く
て
、
場
所
を

増
設
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
私
が

質
問
し
て
い
る
雨
よ
け
の
要
望
と

は
違
う
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
地

中
に
電
気
関
係
が
入
っ
て
い
る
た

め
建
物
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
設
置
は
不
可
能
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

末
吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

県
か
ら
設
置
不
可
能
と
い

う
回
答
は
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
県

と
し
て
も
村
と
再
度
調
整
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

上
原
長
良
議
員

課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識

で
き
ま
し
た
。
も
し
村
で
補
助
事

業
を
活
用
し
た
場
合
は
雨
よ
け
の

設
置
は
可
能
で
す
か
。

神
田
宗
秀
商
工
観
光
課
長

県
の
事
業
で
設
置
で
き
れ

ば
村
の
財
政
も
助
か
り
ま
す
が
、

で
き
な
い
場
合
は
、
沖
縄
離
島
活

性
化
推
進
事
業
の
活
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
築
29
年
に
な
る
仲

田
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
物
産
セ
ン
タ
ー

は
、
建
物
の
損
傷
や
設
備
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
件
も
含

め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
県
公
営
用
地
へ
の
設
置

に
は
、
県
へ
の
調
整
、
許
可
が
必
要

で
す
の
で
、
建
設
環
境
課
と
県
と

連
携
を
と
っ
て
検
討
し
ま
す
。

A

A

A

Q

Q

上
うえ　はら

原　長
ちょうりょう

良 議員

A

Q

Q

視察の様子「仲田港ターミナル荷さばき場」

末吉長吉建設環境課長
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Q1 村営塾の効果

Q2 行政の振り込み手続きの
　　  インターネットバンキング活用

髙
良
真
伊
議
員

学
力
向
上
を
目
的
に
開
講

し
た
と
思
う
の
で
す
が
、
効
果
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

照
屋　

巧
教
育
長

中
学
校
３
年
生
は
受
験
対

策
、
そ
の
他
の
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
日
常
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
や

家
庭
学
習
支
援
を
主
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

学
校
教
育
を
中
心
と
し
て
、
補

完
的
な
役
目
で
あ
る
村
営
塾
に
お

い
て
学
習
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
進
ん
で

勉
強
し
よ
う
と
す
る
学
習
意
欲
の

高
ま
り
や
勉
強
の
仕
方
の
習
得
が

可
能
と
な
り
、
基
礎
学
力
の
定
着

に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

勉
強
の
仕
方
が
わ
か
ら
ず
、
家

庭
学
習
の
習
慣
化
が
進
ま
な
い

中
、
塾
で
の
家
庭
学
習
支
援
や
日

常
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
、
中
学
校
３

年
生
を
対
象
と
し
た
受
験
合
宿
、

英
語
村
宿
泊
学
習
な
ど
は
、
学
習

意
欲
を
高
め
る
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

各
種
検
定
に
向
け
て
の
対
策
や

児
童
の
放
課
後
の
居
場
所
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
が
、村
営
塾

の
効
果
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

私
が
い
ま
懸
念
し
て
い
る

の
が
小
学
校
の
塾
の
形
態
で
あ
り

ま
す
。
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

塾
の
内
容
に
つ
い
て
再
度
伺
い
ま

す
。

兼
元
清
永
教
育
振
興
課
長

学
校
宿
題
の
支
援
と
学
習

の
習
慣
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
現
在

行
っ
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

小
学
校
の
先
生
が
出
し
た

宿
題
、
ま
た
は
家
庭
学
習
を
見
る

た
め
に
沖
縄
本
島
か
ら
や
っ
て
き

て
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い
う
、

こ
れ
が
果
た
し
て
い
い
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
塾
が
終
了
し
た
年

度
終
わ
り
、塾
を
受
け
た
生
徒
、又

は
保
護
者
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
塾

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
実
に
な
っ

た
の
か
。
ま
た
、課
題
点
は
な
い
の

か
。
そ
う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
、お
聞
か
せ
下
さ
い
。

兼
元
清
永
教
育
振
興
課
長

去
年
は
こ
う
い
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
を
ぜ

ひ
取
り
た
い
な
と
い
ま
考
え
て
お

り
ま
す
。髙

良
真
伊
議
員

今
後
と
も
毎
年
多
額
な
予

算
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
た
ち
、
ま
た
保
護
者
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
改
善
の
余

地
が
あ
る
ん
で
し
た
ら
、
そ
れ
を

活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

髙
良
真
伊
議
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
を
活
用
し
て
、
振
込
手
数
料

の
削
減
に
繋
げ
て
は
ど
う
か
。
見

解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

現
会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ

い
て
、
調
査
し
た
上
で
判
断
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

濱
里　

篤
会
計
管
理
者

村
の
出
納
業
務
は
、
Ａ
Ｄ

Ｐ（
デ
ー
タ
伝
送
サ
ー
ビ
ス
）
を

活
用
し
、
回
線
は
、
各
自
治
体
に

網
羅
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回

線（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回

線
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
が
各
市
町
村
で
導
入

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
紙
で
振
り
込
み

を
し
て
い
た
の
が
デ
ー
タ
伝
送
に

変
わ
り
、
手
数
料
も
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い

る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
も

１
０
０
％
安
心
で
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

調
査
研
究
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

A

A

A

QQ

Q

Q1

Q2

A

A

髙
た か

良
ら

　真
さ な い

伊 議員

照屋巧教育長

兼元清永教育振興課長
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Q環境対策の推進、
老朽家屋等の除去対策

東
あ が り え

江　清
き よ

和
か ず

 議員

東
江
清
和
議
員

老
朽
家
屋
等
の
除
去
対
策

に
つ
い
て
、
倒
壊
寸
前
の
家
屋
、
所

有
者
不
在
の
建
物
等
が
各
地
域
で

深
刻
な
問
題
と
な
り
、
景
観
上
地

域
住
民
生
活
の
面
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法（
２
０
１
５
年
５
月

施
行
）
が
施
行
さ
れ
て
７
年
が
経

過
、法
律
に
基
づ
く
と
、自
治
体
は

除
去
対
策
等
の
適
切
な
指
導
勧
告

等
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
か
、
次

に
よ
り
伺
い
ま
す
。

⑴ 
実
態
調
査
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
た
か
。

⑵ 

空
き
家
の
定
義
、
所
有
者
の
把

握
、
適
切
な
管
理
指
導
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
た
か
。　

⑶ 

倒
壊
寸
前
の
老
朽
家
屋
の
除

去
等
対
策
が
進
ま
な
い
現
状
の
問

題
点
は
何
か
。

奥
間　

守
村
長

１
点
目
、
２
点
目
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。
令
和
３
年
度

に
村
内
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
空
き

家
等
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
建
築

物
の
使
用
等
が
な
さ
れ
て
い
な
い

常
態
化
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の

中
で
も
倒
壊
等
の
危
険
性
、
衛
生

上
有
害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
状

態
、
著
し
く
景
観
を
損
ね
て
い
る

状
態
、
生
活
環
境
保
全
上
放
置
す

る
こ
と
が
不
適
切
な
も
の
を「
特

定
家
屋
等
」
と
特
別
措
置
法
第
２

条
で
は
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
家
屋
を
抽
出
す
る
た

め
村
内
を
巡
回
し
、
水
道
開
栓
状

況
や
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
、

村
で
把
握
し
て
い
る
情
報
な
ど
を

基
に
、
外
観
目
視
に
よ
る
老
朽
化

状
況
を
確
認
後
、「
空
家
等
」
と
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
態
調
査
の
結
果
、
村
全
体
で

71
件（
伊
是
名
区
34
戸
、
仲
田
区

10
戸
、
諸
見
区
15
戸
、
内
花
区
６

戸
、勢
理
客
区
６
戸
）あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
管
理
指
導
と
い
う
点
で

は
、
同
法
第
３
条
に
所
有
者
等
の

責
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
適
切
な

管
理
が
大
前
提
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
、
倒
壊
寸
前

の
老
朽
家
屋
等
の
除
去
対
策
が
進

ま
な
い
現
状
に
つ
い
て

　

個
人
の
財
産
で
あ
る「
空
家
等
」

に
関
し
て
、
行
政
が
除
去
す
る
こ

と
は 

、
法
手
続
き
や
費
用
負
担
な

ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
現
段
階

で
は
大
変
厳
し
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が

除
去
し
た
廃
材
処
分
に
係
る
島
外

へ
の
フ
ェ
リ
ー
運
賃
に
係
る
輸
送

費
の
一
部
助
成
制
度
も
あ
り
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

東
江
清
和
議
員

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
法

律
が
施
行
さ
れ
て
７
年
も
経
過
、

実
態
調
査
結
果
か
ら
建
物
の
管
理

者
や
所
有
者
等
へ
の
行
政
の
周
知

を
促
す
な
ど
対
策
が
遅
れ
て
い
る

現
状
が
う
か
が
え
ら
れ
る
。

　

現
状
と
し
て
、
村
内
に
処
分
場

が
な
い
こ
と
が
最
大
の
問
題
で

す
。
フ
ェ
リ
ー
運
賃
を
助
成
す
る

か
ら
個
人
で
処
理
す
べ
き
と
の
問

題
は
行
政
の
責
任
逃
れ
、
廃
棄
物

収
集
業
務
放
棄
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
職
務
怠
慢
で
は
な
い
で
す
か
、

及
び
法
律
に
基
づ
い
て
自
治
体
は

条
例
を
整
備
し
所
有
者
等
に
指
導

勧
告
を
行
う
べ
き
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
も
含
め
て
、
村
長
ど
う
思

う
か
。

奥
間　

守
村
長

こ
の
問
題
に
つ
い
て
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
す
。
今

後
早
急
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

行
政
の
職
務
怠
慢
な
の
か
、は
っ

き
り
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
住
民
目

線
に
立
っ
て
の
行
政
運
営
を
し
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
こ
う
い
う
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
の
な
い
よ
う
な

方
向
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
お
も

い
ま
す
。
業
務
怠
慢
で
あ
り
ま
し

た
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て

も
、
法
律
に
基
づ
い
て
条
例
の
制

定
を
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
ま
で
進
ん
で
な
い
こ
と
に
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
に
係
る

処
分
場
を
置
い
て
な
い
自
治
体
は

伊
是
名
村
だ
け
で
す
の
で
、
早
め

の
整
備
と
、
老
朽
家
屋
等
の
除
去

対
策
に
係
る
条
例
の
制
定
も
是
非

ご
検
討
さ
れ
て
環
境
政
策
の
推
進

が
早
急
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
質
問

を
終
わ
り
ま
す
。

A

A

Q

Q

Q

奥間守村長
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伊是名村環境ウィーク（2023 環境美化活動）

町村議会常任委員長・副委員長実務研修会

北部地域の道路網の整備促進並びに
　　　　　　離島架橋の早期実現に向けた決起大会

　村では伊是名村環境の日（４月25日）前後１週
間を「伊是名村環境ウィーク」と位置づけ、全村民
を対象にした環境美化活動を行なっていました
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら中止となっていました。コロナの感染が落ち着
いた今年は約３年ぶりに開催され、村議会議員
全員が参加し、赤崎海岸から屋佐海岸までの間
の海浜清掃を行いました。

　自治会館において、町村議会常任委員長・副
委員長実務研修会が行われ、議員全員が参加し
ました。町村議会議長会事務局　石垣安秀アド
バイザーによる「所管事務調査の意義と仕方につ
いて」と題した講演が行われ、委員会制度や所
管事務の調査の仕方、心掛けたい事項等の説明
があり、改めて、常任委員会設置の目的と意義を
再確認することができました。また、村議会の活
性化にさらに寄与する調査・審査活動を目指し、
リーダーシップを発揮してほしいという提言もあ
りました。

　令和元年以降、約４年ぶりに「北部地域の道路
網の整備促進並びに離島架橋の早期実現に向
けた決起大会」が名護市民会館　中ホールで開
催され、村から村議会議員８名、村執行部からは
村長他７名が参加しました。大会では、決議１件、
特別決議２件が採択され、北部12市町村の関係
者と一致団結して決起会を行いました。今後、関
係機関へ要請行動を展開していくことになりま
す。奥間守村長から特別決議として「伊平屋・伊
是名間の離島架橋の早期事業化に関する特別要
請」が行われました。

４
　22
土

5　10
水

４
　27
木
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　令和５年度定期人事異動により、教育委員会から議会事務局へ異動に

なりました兼元清永です。初の議会事務局勤務で不安なところも多々あ

りますが、スムーズな議会運営ができるよう微力ながら精一杯努めてま

いりますので、村民の皆様よろしくお願い致します。

ザ・学生Ⅱ
vol.30

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹
介するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は豊見城南高等
学校と宜野湾高等学校に通うお二人です。

豊
見
城
南
高
等
学
校（
３
年
生
）

前ま
え

　だ田
三さ

ん

　た

　ろ
う

太
朗
さ
ん

（
仲
田
）

宜
野
湾
高
等
学
校（
３
年
生
）

諸も
ろ

見み

　
天て

ぃ

音ん

さ
ん

（
諸
見
）

　

前
田
三
太
朗
さ
ん
は

穏
や
か
な
口
調
で
自
身
の

経
験
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
高
校
受
験
で
は
第
一

志
望
に
合
格
で
き
ず
、
悔

し
さ
か
ら
高
得
点
を
目
指

し
て
努
力
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、見
事
合
格
。沖
縄

本
島
に
移
住
し
、
兄
と
の

共
同
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
生
活
は
自
炊
や
洗

濯
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
自
分

自
身
で
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
親
の
あ
り
が
た

み
を
再
認
識
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

学
校
生
活
で
は
、
友
人

を
作
る
た
め
に
思
い
切
っ

て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
話
し

か
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
、
学
校
に
も
慣
れ
始
め

ま
し
た
。
勉
強
面
で
は
学

習
環
境
が
合
い
、
中
学
の

時
よ
り
も
主
体
的
に
勉
強

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
部

活
動
で
は
軽
音
楽
部
に
所

属
。
様
々
な
音
楽
に
触
れ

な
が
ら
、
３
年
生
ま
で
続

け
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
も
好
き
で
地
域
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
参
加
し
、
年
齢
が
離

れ
た
人
た
ち
と
も
交
流
す

る
事
で
、
成
長
し
て
き
ま

し
た
。

　

将
来
の
進
路
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
悩
ん
で
い
る

最
中
で
す
が
、
人
の
役
に

立
つ
仕
事
に
就
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
に
向
け

て
、「
生
活
ス
タ
イ
ル
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
無
理
を

せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し

ん
で
、
自
分
自
身
を
成
長

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

諸
見
天
音
さ
ん
は
高
校

進
学
を
考
え
る
時
に
、
商

業
や
工
業
高
校
も
考
え

ま
し
た
が
、
将
来
を
幅
広

く
検
討
す
る
た
め
、
宜
野

湾
高
校
へ
の
進
学
を
決
め

ま
し
た
。
兄
弟
が
同
じ
高

校
に
進
学
し
て
お
り
、
馴

染
み
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
も

あ
っ
た
こ
と
が
決
め
手
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

高
校
生
活
が
ス
タ
ー

ト
。
ま
ず
学
業
と
家
事
の

両
立
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
環
境
に
し
っ
か

り
と
対
応
し
よ
う
と
工
夫

を
重
ね
、
自
分
な
り
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ
せ

ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に

も
自
分
か
ら
積
極
的
に
話

し
か
け
る
こ
と
で
友
人
も

で
き
、
学
校
生
活
に
も
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
部
活
動

で
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
に

所
属
し
、
３
年
生
ま
で
続

け
奮
闘
し
ま
す
。
現
在
は

最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

最
高
の
成
績
を
出
す
た
め

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

学
業
面
で
は
、
中
学
校

の
時
と
競
争
環
境
が
違
う

こ
と
を
痛
感
。
中
学
か
ら

し
っ
か
り
と
基
礎
を
固
め
、

計
画
的
に
勉
強
を
続
け
る

こ
と
が
大
切
と
感
じ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

将
来
の
目
標
は
、
中
学

校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で

す
。
多
感
な
時
期
を
過
ご

す
中
学
生
た
ち
の
教
育
に

携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
島
の
後
輩
た
ち
に

は
、
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
、
規
則

正
し
い
生
活
や
勉
強
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。

基
礎
が
だ
い
じ
だ
よ
！

ゆ
っ
く
り
と
ね
！

兼元清永事務局長

就任のごあいさつ
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